
Nucleus® CP910/CP920 
サウンドプロセッサ
取扱説明書



本書は、Cochlear™ Nucleus® (コクレア・ニュークレアス) CP910 また
は CP920 (「CP900 シリーズ」) サウンドプロセッサを使用する人工内
耳装用者およびその介助者を対象としています。サウンドプロセッ
サはインプラントと併用することで耳に音を伝えます。プロセシン
グユニット、イヤフック、送信コイル、送信ケーブル、電池モジュ
ールで構成されます。CP920 サウンドプロセッサにはアクセサリソ
ケットがないため、CP910 サウンドプロセッサより小さめです。 

サウンドプロセッサの電源にはさまざま
な電池モジュールを使用することができ
ます。使い捨て電池を使用するスタン
ダード型 (保護ロック付き電池モジュー
ル )、スタンダード充電池およびコンパ
クト充電池、さらに電池モジュールを衣
服に装着できる LiteWear (ライトウェア ) 
ケーブルなどがあります。
サウンドプロセッサのボタンを使用すると、プロセッサを単独で操
作できます。Cochlear Nucleus CR210 リモートコントロールまたは 
CR230 リモートアシスタントで操作することもできます。これらの
リモート機器を使うと 1 台または 2 台のサウンドプロセッサを同時
に操作することができ、トラブルシューティング機能も強化されま
す。詳細については、リモートコントロールまたはリモートアシス
タントの取扱説明書を参照してください。 

サウンドプロセッサにはさまざま 
なツールとアクセサリが付属してい
ます。 

注記
CP900 シリーズのサウンドプロセッ
サ、電池、および構成部品の使用に関
連する警告および注意については、「警
告」のセクションを参照してください。

本書で使用する記号
アドバイス
重要な情報またはアドバイスです。

ヒント
効率的にお使いいただくためのヒントです。

注意
安全かつ有効にお使いいただくための注意事項です。 
機器が破損する恐れがあります。

警告
安全上の問題、または重篤な有害反応が起こる可能性が
あります。 
人体に有害となる恐れがあります。

注記
Cochlear 人工内耳システムに該当する基本 
的なアドバイスについては、『警告と予防措 
置の手引き』も参照してください。
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Cochlear ™ Nucleus® 
CP900 シリーズ ス
タンダード充電池。 

Cochlear ™ Nucleus® 
CP900 シリーズ スタン
ダード型。使い捨て電
池 2 個を使用し、保護
ロックが付いています。 

Cochlear ™ Nucleus® 
CP900 シリーズ コン
パクト充電池。

電池
CP900 シリーズのサウンドプロセッサでは、電池モジュールを次の 3 つのタイ
プから選ぶことができます。

電池寿命
他の電子機器と同じように、電池は必要に応じて交換してください。電池寿命
は、毎日使用するプログラム、インプラントを覆う皮膚の厚さ、電池のサイズ
とタイプなどによって異なります。 

充電池の耐用期間は最短で充電サイクル 365 回です。完全放電した充電池は、
フル充電完了まで約 4 時間かかります。

充電池は、使用年数の経過とともにフル充電完了にかかる時間が長くなる場合
があります。充電池の耐用期間をできるだけ長く保つため、ご使用前に必ず充
電してください。
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電
源

電池の交換
電池の取り外し

電池の取り付け

図のように電池モジュールをひ
ねってプロセシングユニットに取
り付けます。自動的にサウンドプ
ロセッサの電源が入ります。

2

電池モジュールとプロセッサソ
ケットをかみ合わせます。 

1

図のように電池モジュールをひ
ねってプロセシングユニットから
外します。 

1
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電池モジュールをサウンドプロセッサに 
 ロック /ロック解除する

CP910 プロセシングユニット
子どもが電池モジュールを外さな
いようにするには、まず、アクセ
サリソケットカバーを保護ロック
用ドライバでゆっくり開けます。
カバーをねじらないようにしてく
ださい。 

1

ロックを左端まで押して、電池 
モジュールをロックしてくだ 
さい。

2

ロックを右端まで押すと、電池 
モジュールのロックは解除され 
ます。

3

カバー上部のちょうつがいを先に
押し込んでから、カバーをゆっく
り閉じてください。

4

注意
電池モジュールの取り付けと
取り外しの前には、必ずこの 
ロックを解除してください。



ヒント
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電
源

CP920 プロセシングユニット

保護ロック付き電池カバーのロック /ロック解除
スタンダード型電池モジュールの保護ロック付き電池カバーには、子どもが電
池カバーを開けないようにするための保護ロックが付いています。

子どもが電池モジュールを外さな
いようにするには、保護ロック用
ドライバを使ってロックを左端ま
で押し、電池モジュールをロック
してください。

1

ロックを右端まで押すと、電池 
モジュールのロックは解除され 
ます。

2

ロックするには、保護ロック用ド
ライバで保護ロックを時計回りに
水平になるまで回します。

1

ロック解除するには、保護ロックを
反時計回りに垂直になるまで回し
ます。

2
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充電池を Cochlear ™ Nucleus® 
充電器のソケットに、角
度を付けて差し込みます。

時計回りにひねっ
て接続します。

充電器を電源アダプタに
接続し、電源コンセント
に差し込みます。

電源ランプ 意味

  
緑色の点灯

充電器の電源が入っています。 

点灯も点滅もしない 電源アダプタが電源コンセントに差し込まれていな
いか、電源コンセントが使用できない状態です (また
は電源コンセントにスイッチが付いている場合、ス
イッチがオンになっていません)。

充電池ソケットランプ 意味

  
オレンジ色の点灯

充電池を充電中です。

  
緑色の点灯

充電池の充電が完了しました。

  
オレンジ色の点滅

充電池に何らかの不具合が発生しています。別の 
ソケットを使用してみてください。充電池を交換し
てください。

点灯も点滅もしない 充電池が正しく差し込まれていないか、過放電され
ているか、または電源が入っていません。充電器の
電源が入っていることを確認し、充電池を接続し直
してください。それでも点灯しない場合は、充電池を
交換してください。

充電池の充電
1 2 3

充電池ソ 
ケットランプ

電源ランプ
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電
源

使い捨て電池の交換
Cochlear ™ Nucleus® CP900 シリーズのスタンダード型は使い捨ての
高出力空気亜鉛電池を 2 個使用します。コクレア社は、人工内耳
用に設計された p675 空気亜鉛電池の使用を推奨します。酸化銀
電池またはアルカリ電池は使用しないでください。

ロック解除した電池カバーを電池
ホルダから外します。 

1

電池を電池ホルダから取り出し 
ます。

2

新しい電池を包装から取り出し 
ます。

3

電池カバーをプロセシングユニッ
トの方へスライドします。自動的
にサウンドプロセッサの電源が入
ります。

72 ページの「電池」を参照してください。

5

電池の平らな面 (+ 極 ) を上にして
電池ホルダに入れます。 

4
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使用

 電源を入れる /切る 14
 プログラムの変更 15
 リモートとのペア設定 15
 サウンドプロセッサの装用 16
 ボタンのロック /ロック解除 18
 ワイヤレスアクセサリ 19
 プラグインオーディオアクセサリ 20
 テレコイル 23
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ダウンボタン

表示ランプ 意味

 
 

  

緑色の点滅

サウンドプロセッサを起動してい 
ます。
点滅回数は現在のプログラム番号を示
します。

  
ダウンボタンを 
押している間、 
オレンジ色が点灯

サウンドプロセッサの電源を切ってい
ます。

    … 
緑色の速い点滅

マイクロホンからの音声を受信中にサ
ウンドプロセッサの表示ランプが点滅
します (病院の先生が設定した場合 *)。

電源を入れる /切る
電池モジュールを接続するか、ダウン 
ボタンを短く押して電源を入れます。

ダウンボタンを長押しすると (約 2 秒間 ) 
電源が切れます。 

注記
サウンドプロセッサが 2 分以上頭部のイン 
プラント位置から外れていると自動的に電
源が切れるように、病院の先生に設定しても
らうこともできます。

* モードの詳細については、「Cochlear ™ Nucleus® CR230 リモートアシスタント取扱説明書」を参照
してください。
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使
用

表示ランプ 意味

 
 

 
 

緑色の点滅

プログラムを変更しています。 
点滅回数は現在のプログラム番号を 
示します。

プログラムの変更
プログラムを選択して、騒がしい場所や静かな場所などで最適に
聞こえるように、サウンドプロセッサが音を処理する方法を変え
ることができます。通常は 2 つのプログラムで十分ですが、病院
の先生は最大 4 つのプログラムまで設定できます。

プログラムを切り替えるには、ダウン
ボタンを短く押して放します。

リモートとのペア設定
サウンドプロセッサのコントロールおよびモニタリング機能を使
用するには、サウンドプロセッサを CR230 リモートアシスタント
および CR210 リモートコントロールとペア設定する必要がありま
す。詳しくは、リモートコントロールの取扱説明書を参照してく
ださい。
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サウンドプロセッサの装用

サウンドプロセッサを耳
に掛け、送信コイルをぶ
ら下げた状態にします。

送信コイルを横に向けた
まま動かして、インプ
ラントの位置に当て 
ます。

1

2
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表示ランプ 意味

      
オレンジ色が 
1 秒間隔で点滅

送信コイルが頭部から外れている (ま
たは誤ったインプラントに接続されて
いる ) 場合、サウンドプロセッサの表
示ランプが点滅します。

ヒント
送信コイルを頭部に当てる前
に、時計回り (右側のサウンド
プロセッサ ) または反時計回り 
(左側のサウンドプロセッサ ) に
一度だけひねります。一度ひね
ることで送信コイルを聴きやす
い位置に保つことができます。 

使
用
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表示ランプ 意味

  
緑色が 1 回点滅した後、
オレンジ色が 1 回点滅

サウンドプロセッサのボタンをロック
しています。

  
オレンジ色が 1 回点滅し
た後、緑色が 1 回点滅

サウンドプロセッサのボタンをロック
解除しています。

  
ボタンを押すとオレン 
ジ色が点滅

サウンドプロセッサのボタンがロック
されています。

ボタンのロック /ロック解除

サウンドプロセッサのボタンをロック /
ロック解除するには、両方のボタンを
同時に短く押して放します。
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使
用

ワイヤレスアクセサリ
ワイヤレス音声入力をサウンドプロセッサで受信すると、聞きづら
い環境でもよく聞こえるようになり、パーソナルオーディオ機器の
聴取体験も改善されます。 

* ペア設定とワイヤレスアクセサリの使用方法の詳細については、「Cochlear 
ワイヤレスアクセサリ取扱説明書」を参照してください。

Cochlear Wireless Mini Microphone 
(コクレア ワイヤレス ミニマ
イクロホン ) を使用すると、
音源から少し離れていたり、
騒がしい環境でも聞こえやす
くなります

Cochlear Wireless TV Streamer 
(コクレア ワイヤレス テレ
ビストリーマー ) は、テレビ、
サウンドシステム、または
コンピュータから音声を直
接送信します

Cochlear Wireless Phone Clip (コ
クレア ワイヤレス フォーンク
リップ ) は、携帯電話、音楽
プレーヤー、ナビゲーション
システムなどの Bluetooth® 機
器に接続します。
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プラグインオーディ
オアクセサリ

コクレア社のウェブサイトでは、アクセサリの詳細情報を提供するとともに、
ご注文も承っております。

注記
CP910 サウンドプロセッサは、CP800 シリー
ズのプラグインオーディオアクセサリと互換
性があります。別売のアダプタをご使用いた
だくと、CP910 サウンドプロセッサが 
Freedom (フリーダム ) アクセサリまたはユー
ロアクセサリに接続できるようになります。
CP910 サウンドプロセッサは Baha® 用のプラ
グインオーディオアクセサリとの互換性はあ
りません。

CP910 プロセシングユニットのアクセ
サリソケットを使うと、さまざまなプ
ラグインオーディオアクセサリに接続
することができます。 

騒がしい環境でも会話がしやすいプラ
グインオーディオアクセサリを使用で
きます。 

介助者はモニタイヤホンを使って、サ
ウンドプロセッサとプラグインオー
ディオアクセサリが音を受信している
ことを確認できます。

たとえば、ポータブル音楽プレーヤー、
スマートフォン、コンピュータ、テレ
ビなどの音を聴くためのプラグイン
オーディオアクセサリを使用すること
ができます。



21NUCLEUS® CP910 / CP920 サウンドプロセッサ取扱説明書

プラグインオーディオアクセサリの接続
プラグインオーディオアクセサリを CP910 サウンドプロセッサに接続する 
には :

保護ロック用ドライバを使って、
アクセサリソケットカバーをゆっ
くり開きます。カバーをねじらな
いようにしてください。 

1

アクセサリのコネクタ部分を持っ
て、アクセサリソケットにゆっく
り押し込み、カチッと入るまでは
め込みます。

2

プラグインオーディオアクセサ
リを接続すると、サウンドプロ
セッサが自動的にアクセサリを検
出します。 

3

必要に応じて、プラグインオー
ディオアクセサリのケーブルのも
う一方の端を、ポータブル音楽プ
レーヤーなどの対応する機器に挿
入します。 

4

警告
オーディオ接続ケーブルを以下の機器に接続する場合
は、必ず絶縁ケーブルを併用してください。 
• テレビなどコンセント電源の機器
• コンセントに接続されたバッテリー電源の機器  

(例 : 充電のためコンセントに接続したノートパソ
コン ) 

アクセサリをサウンドプロセッサに接続する際、または
接続中は、余計な力をかけたり、アクセサリをひねった
り、引っ張ったりしないでください。

使
用
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プラグインオーディオアクセサリの
起動 /停止
プラグインオーディオアクセサリはサウンドプロ
セッサに差し込むと自動的に電源が入ります。 

アップボタンを短く押すと、マイクロ
ホンとプラグインオーディオアクセサ
リが切り替わります。

表示ランプ 意味

     … 
青色の速い点滅

テレコイル /プラグインオーディオア
クセサリからの音声を受信中に、サ
ウンドプロセッサの表示ランプが点滅
します (病院の先生が設定した場合 *)。

  
青色の遅い点滅

マイクロホンからテレコイル /プラグ
インオーディオアクセサリへ切り替え
ています。

  
緑色の遅い点滅

テレコイル /プラグインオーディオ 
アクセサリからマイクロホンへ切り替
えています。

* モードの詳細については、「Cochlear ™ Nucleus® CR230 リモートアシスタント取扱説明書」を参照
してください。

短く押す



注記
Cochlear Wireless Phone Clip (フォーン
クリップ ) を使用して電話を発信す
ることもできます。19 ページの 
「ワイヤレスアクセサリ」を参照して
ください。

23NUCLEUS® CP910 / CP920 サウンドプロセッサ取扱説明書

使
用

テレコイル
テレコイル機能を使用すると、磁気ループからの音やテレコイル対応
電話の声を聴くことができます。テレコイル機能には手動によるテレ
コイルとオートテレコイルがあり、使用するためには病院の先生にサ
ウンドプロセッサを設定してもらう必要があります。オートテレコイ
ルでは、音声信号が自動的に検知されます。 
テレコイル対応電話の使用時や磁気ループの通信範囲内に入った時は、
オートテレコイルが「受信中」に切り替わります。磁気ループの通信
範囲外に出た時など信号を受信しない場合、オートテレコイルは 
「スタンバイ」 (受信なし ) に切り替わります。

オートテレコイル、手動によるテレコイルのどちらの場合でも、リモー
トコントロールまたはリモートアシスタントで操作することができま
す。手動によるテレコイルはサウンドプロセッサでオンとオフを切り
替えることができます。

アップボタンを短く押すと、手動によ
るテレコイルのオンとオフが切り替わ
ります。

短く押す
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表示ランプ 意味

     … 
青色の速い点滅

テレコイル /オーディオアクセサリか
らの音声を受信中に、サウンドプロ
セッサの表示ランプが点滅します 
(病院の先生が設定した場合 *)。

  
青色の遅い点滅

マイクロホンからテレコイル /オー
ディオアクセサリへ切り替えてい 
ます。

  
緑色の遅い点滅

テレコイル /オーディオアクセサリか
らマイクロホンへ切り替えています。

注記
オートテレコイルがオンの時に、特定の電
子機器または機械からの信号を検知し、受
信してしまうことがあります (ブーンとい
う音が聞こえることがあります )。この場
合は、その機器または機械から離れ、オー
トテレコイルが信号を受信しなくなるまで
数秒間待つか、手動でオートテレコイルを
停止します。

* モードの詳細については、「Cochlear ™ Nucleus® CR230 リモートアシスタント取扱説明書」を参照
してください。

ヒント
テレコイルの最適な性能を得るた 
めには、電話のスピーカーがサウンド
プロセッサの手前のマイクロホンか
ら約 1 cm 下のあたりに来るようにし
てください。聴きやすい位置が見つ
かるまでしばらくかかる場合があり
ます。 
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使
用
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装用

 スポーツと運動 28
 Mic Lock の使用 29
 Snugfit の使用 30
 LiteWear 装用スタイル 33
 サウンドプロセッサのカスタマイズ 34
 旅行 35
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スポーツと運動

充電池使用時は最大の防水・防汗性
能を発揮します。

Snugfit ™ (スナグフィット ) または Mic 
Lock (マイクロック ) など、Cochlear 
CP900 シリーズのアクセサリを使う
と、スポーツや運動をする時にサウン
ドプロセッサを聴きやすい位置に固定
することができます。 

次にマイクロホンカバーが付いている
ことを確認してください。

運動後は、サウンドプロセッサについ
た汗や汚れを柔らかい布で拭き取って
ください。 

1

3

2

ヒント
Snugfit や Mic Lock などのアクセサリを使うと、サウンドプロセッサを
子どもの耳に固定することができます。小児向けアクセサリとして、
固定ピン付きイヤフック、保護ロック付き電池モジュール、固定バン
ド付き Snugfit などをお使いいただけます。ご使用前に必ず、正しく
固定やロックを確認してください。
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装
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Mic Lock の使用
Cochlear ™ Nucleus® Mic Lock を使うと 
サウンドプロセッサを耳に固定するこ
とができます。

初めて Mic Lock を取り付ける場合 : チューブが耳の前方にくるように
して、Mic Lock のバンドをサウン
ドプロセッサに取り付けます。

1

2 サウンドプロセッサを耳に掛け、
チューブをぐるりと回してイヤ
フックのところまで持ち上げ 
ます。

不快感のない状態でサウンドプロ
セッサを固定できる長さにチュー
ブを切ります。短く切り過ぎない
でください。

3

チューブの端をぬるま湯で柔らか
くし、イヤフックの先端に差し込
みます。

4

チューブを冷ましてからサウンド
プロセッサを装用してください。

5
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Snugfit の使用
Cochlear ™ Nucleus® CP900 シリーズの Snugfit ™ は、イヤフックだ
けの場合よりもしっかりとサウンドプロセッサを聴きやすい位置
に固定します。介助者から操作ボタンやアクセサリに手が届きや
すくなります。サイズは、大、中、固定バンド付き (小 ) があり
ます。

ヒント
サウンドプロセッサカバー
と送信コイルカバーを付け
ていても、Snugfit を使用で
きます。 



31NUCLEUS® CP910 / CP920 サウンドプロセッサ取扱説明書

装
用

Snugfit の取り付け Snugfit の取り外し

標準のイヤフックを取り外し 
ます。いずれかを行います :
- 上部を強く押してカチッと外し
ます。 
- イヤフックをひねって外します。

1

2

下の部分をゆっくり曲げて耳の形
に合わせます。 

3

Snugfit をサウンドプロセッサか
らカチッと外します。

1

Snugfit をカチッとはめ込みます。 



ヒント
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固定バンド付き Snugfit の取り付け

Snugfit の「小」には、サウンドプ
ロセッサにしっかりと固定させる
ための固定バンドが付いてい 
ます。 

1

Snugfit をサウンドプロセッサにカ
チッとはめ、固定バンドを電池モ
ジュールに掛けます。 

3

バンドが電池モジュールの上に
しっかりとかかるように押し上げ
ます。 

4

図のように固定バンドを Snugfit に
通します。

2



注記
Snugfit と LiteWear (ライト
ウェア ) を一緒に使うと、
サウンドプロセッサをさら
にしっかりと耳に固定する
ことができます。

ヒント
乳幼児の場合は、衣服の両
肩 甲 骨 の 間 の 位 置 に 
LiteWear ケースを取り付ける
と、お子さまが外してしまう
のを防ぐことができます。
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装
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LiteWear 装用スタイルには、LiteWear 
ケーブル、LiteWear ケース、LiteWear 
用アクセサリクリップが含まれます。 

LiteWear 装用スタイル
Cochlear ™ Nucleus® CP900 シリーズの LiteWear (ライトウェア ) ケーブ
ルを使うと、スタンダード型電池モジュールを衣服に取り付けるこ
とができるため、耳に掛ける部分はプロセシングユニットだけにな
ります。(コンパクト充電池には使用できません。)LiteWear はコクレ
ア社にご注文いただくか、病院の先生にご相談ください。 
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サウンドプロセッサのカスタマイズ
別売の Cochlear ™ Nucleus® サウンドプロセッサカバーと送信コイルカ
バーをご使用いただくと、サウンドプロセッサをご自分流にアレンジ
しつつ、傷から守ることができます。

サウンドプロセッサカバーの取り付けと取り外し

送信コイルカバーの取り付けと取り外し

左右識別ラベル
2 台の人工内耳を装用している場合は、サウンドプロセッサとインプ
ラントを正しい組み合わせで使用する必要があります。左右のサウン
ドプロセッサを簡単に識別できるように、病院の先生から左右識別 
ラベル (右側は赤、左側は青 ) をもらってください。 

取り外すには、カバーをサウンド
プロセッサから引き抜きます。 

2

取り付けるには、カバーをサウン
ドプロセッサにはめ込みます。 

1

取り外すには、カバーを送信コイ
ルから引っ張るようにして外し 
ます。

2

取り付けるには、カバーから透明
なプラスチック保護カバーをはが
し、カバーを送信コイルにカチッ
と押し込みます。

1
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装
用

旅行
• サウンドプロセッサに問題が生じた
場合に備えて、最も新しく設定した
プログラムに関する担当の医師からの情報を印刷して持参して
ください。 

• 予備のサウンドプロセッサがある場合は、正しいプログラムが
設定されていることを確認してから携帯してください。

• サウンドプロセッサを装用したまま、金属探知機や全身スキャ
ナを通過することができます。ブーンという音が発生しないよ
うにするには、テレコイルを停止してください。 

• ドキュメントパックの中に入っている人工内耳装用者カードを
ご持参ください。まれにインプラントによって金属探知機が
鳴ってしまった場合でも、人工内耳装用者カードがあれば埋め
込み型医療機器を装用していることを説明できます。 

• セキュリティチェックのためにサウンドプロセッサを取り外す
必要がある場合は、ケースに入れて手荷物として持ち運んでく
ださい。

• サウンドプロセッサは飛行機のナビゲーションシステムに干渉
しないため、離着陸の際に電源を切る必要はありません。飛行
機内でのリモートコントロールとリモートアシスタントの使い
方に関するアドバイスについては、「警告と予防措置の手引
き」を参照してください。

注記
旅行の際は、www.cochlear.com/clinic-finder 
で最寄りの病院を検索できます。
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保管用ケース
長期保管する場合は、電池を取
り外し、互いに接触しないよう
にして保管してください。保管
用ケースはコクレア社からご購
入いただけます。

乾燥用キット
就寝前に、コクレア社が提供す
る乾燥用キットにサウンドプロ
セッサを保管してください。 
最適な乾燥効果を得るには、充
電池または電池ホルダは外さず
に、8 時間保管してください。
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保管



38
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お手入れ

 サウンドプロセッサのお手入れ 40
 充電器のお手入れ 41
 水、砂、ほこり 42
 マイクロホンカバーの交換 43
 イヤフックの交換 46
 送信ケーブルの交換 51
 マグネットの交換 52
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サウンドプロセッサのお手入れ
毎日
• 全部品に汚れや湿気がないか確認します。サウンドプロセッサ、
送信ケーブル、イヤフック、カバー、Snugfit、Mic Lock ケーブルを
柔らかい乾いた布で拭きます。(お手入れの際にイヤフック、
Snugfit、Mic Lock、送信ケーブルはサウンドプロセッサに付け
たままで構いません。)

• サウンドプロセッサは毎晩、乾燥用キットで乾燥させて湿気が
残らないようにします。 

• 電池モジュールを取り外し、接続部分をきれいにします。汚れ
はそっと叩いて落とすか風で飛ばします。

• アクセサリソケットとオーディオアクセサリをきれいにしま
す。アクセサリソケットについたほこりは風で飛ばし、柔らか
い乾いた布でアクセサリを拭きます。 

• マイクロホンカバーに汚れがないかを確認し、必要に応じて 
マイクロホンカバーを交換します。43 ページの「マイクロ
ホンカバーの交換」を参照してください。

毎月
• イヤフックまたは Snugfit に緩みや摩耗がないか確認します。
必要に応じて交換します。30 ページの「Snugfit の使用」、ま
たは 46 ページの「イヤフックの交換」を参照してください。

2 か月ごと
• 乾燥用キットのドライブリックを取り換えます。

3 か月ごと
• マイクロホンカバーを交換します。

注記
サウンドプロセッサが湿度が高いまたはほこ
りの多い状況にさらされる場合は、部品のお
手入れとメンテナンスの頻度を増やして最高
の状態で使えるようにしてください。
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お
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充電器のお手入れ
毎日
• 充電器が汚れていないか確認します。ほこりや汚れに気付いた
場合 :

1 電源アダプタを抜き、電池モジュールが接続されている場
合は取り外します。

2 充電器を逆さにし、そっと叩いて充電器のソケットからほ
こりを落とします。充電器のソケットの汚れは優しく風で
飛ばすこともできます。

3 充電器のソケットを柔らかい乾いた布で拭きます。

• 充電池を充電する際は、異なるソケットを順番に使用して、 
ソケットの磨耗が均等になるようにします。

濡れた時は
• 充電器に水滴がかかった場合は、ゆっくり振って水分を飛ばし、
充電器を 24 時間乾燥させます。乾燥するまでは、充電器を使
用しないでください。
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サウンドプロセッサが濡れた場合は、 
柔らかい布で水分を拭き取り、マイク
ロホンカバーを取り換えて、コクレア
社が提供する乾燥用キットに入れて 8 
時間保管してください。

砂やほこりがサウンドプロセッサに
入ってしまった場合、部品を静かに
振って砂やほこりを落とし、マイクロ
ホンカバーを交換します。

水、砂、ほこり
サウンドプロセッサには水、砂、ほこりに対する耐性があります。
ただし、精密電子機器ですので、以下のような対策を行ってくだ
さい。

サウンドプロセッサには、以下の状態
で装用した場合、ほこりや一時的な水
没による不具合を防ぐ機能 (国際保護
等級 IP57) が備わっています。
• 充電池
• 送信コイルと送信ケーブルを接続
• アクセサリソケットを閉める

サウンドプロセッサには、以下の状態
で装用した場合、水の飛沫による不具
合または直径 1.0 mm 以上の異物の侵
入を防ぐ機能 (国際保護等級 IP44) が
備わっています。
• スタンダード型 (保護ロック付き電
池モジュール )

• 送信コイルと送信ケーブルを接続
• アクセサリソケットを閉める
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マイクロホンカバーの取り外し

Cochlear ™ Nucleus® マイクロホンカ
バーの取り外しツールから保護
キャップを取り外します。

1

ツールの先端をマイクロホンカ
バーの中央に押し込みます。

2

マイクロホンカバーの交換
マイクロホンカバーは 3 か月ごとに
交換してください。また、汚れた場
合や音質が低下した場合は、その都
度交換してください。必ず両方のマ
イクロホンカバーを同時に交換して
ください。



44

ツールを時計回りに 90 度回し 
ます。

3

使用済みのマイクロホンカバーを
取り外します。

4

手順 2 から 5 までを繰り返しても
う 1 つのマイクロホンカバーも取
り外します。

6

マイクロホンカバーをツールから
取り外して捨ててください。

5
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新しいマイクロホンカバーを取り付ける
Cochlear ™ Nucleus® マイクロホンカ
バーのアプリケータをスリーブか
ら引き出します。 

1

マイクロホンカバーが付いている
面がサウンドプロセッサの側に向
くようにして、アプリケータの切
込みのある方を送信ケーブルプラ
グの下にそっと差し込みます。

2

3 アプリケータをサウンドプロセッ
サに被せ、マイクロホンカバーを
マイクロホンの位置に合わせ 
ます。

4 マイクロホンカバーをマイクロ
ホンの穴に 1 つずつ、しっかりと
はめ込みます。 

5 アプリケータをイヤフック側から
上へ向かってゆっくりとはがし 
ます。



46

イヤフックの交換
Cochlear ™ Nucleus® CP900 シリーズのイヤフックに
は、大、中、小の 3 サイズがあります。一番小さい
イヤフックは固定ピン付きです。

イヤフックの交換

標準のイヤフックを取り外しま
す。いずれかを行います :
- 上部を強く押してカチッと外し 
  ます。 
- イヤフックをひねって外します。

1

イヤフックをカチッとはめ込み 
ます。

2

注記
イヤフックは必要な時以外
は外さないでください。頻
繁に取り外すと緩むことがあ
ります。



ヒント
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お
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固定ピン付きイヤフックについて
固定ピン付きイヤフックは、固定ピンでサウン
ドプロセッサにロックすることができるため、
幼児によるイヤフックの誤飲による窒息の危
険性を減らします。年長の子どもや大人は固
定ピンなしで装用できます。 

固定ピン付きイヤフックには固定用ツールと
固定ピンが付属しています。黒の固定ピンの
み使用してください。

固定ピン

固定用 
ツール
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固定ピン付きイヤフックの取り付け

イヤフック (小 ) をサウンドプロ
セッサにはめます。 

1

固定用ツールの尖った先端をイヤ
フックの穴に差し込み、穴の中を
通して位置を合わせます。 

2

サウンドプロセッサを裏返し、固
定用ツールの尖った先端を反対側
のイヤフックの穴に差し込み、穴
の中を通して位置を合わせます。 

3

イヤフックの上部を親指で強く押
し、イヤフックをサウンドプロ
セッサからカチッと外します。

4



ヒント
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穴をきれいにします。ゴミは風で
飛ばすか、ツールの尖った先端で
掃除します。 

5

イヤフックを交換します。6

固定ピンを固定用ツールの尖って
いない方の穴に差し込みます。

7

サウンドプロセッサをテーブルの
上に置きます。固定ピンをイヤ
フックの穴に半分くらい差し込み
ます。

8

ツールの尖っていない方の平面を
使って固定ピンを完全に差し込み
ます。固定ピンがイヤフックのど
ちらの側からも飛び出さないよう
にします。

9
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固定ピン付きイヤフックの取り外し
ヒント

固定用ツールの尖った先端をイヤ
フックの穴に差し込みます。 

1

ツールを穴に差し込み、固定
ピンを半分くらい押し出します。
力を入れ過ぎるとツールが壊れる
ので、そっと差し込んでください。

2

イヤフックから固定ピンを取り出
します。

3

イヤフックの上部を親指で強く押
し、イヤフックをサウンドプロ
セッサからカチッと外します。

4



51NUCLEUS® CP910 / CP920 サウンドプロセッサ取扱説明書

お
手
入
れ

送信ケーブルの交換
Cochlear ™ Nucleus® CP900 シリーズ送信ケーブルは長さが 4 種類あ
るので、最も快適に使用できるものを選べます。送信ケーブルは
交換する時だけ取り外してください。

送信ケーブルのグリップ部分を持
ち、サウンドプロセッサから真っ
直ぐに強く引き抜きます。送信
ケーブルの柔らかいコードの部
分を引っ張らないでください。 

1

爪で送信ケーブルのグリップ部
分を持ち、送信ケーブルを送信 
コイルから強く引き抜きます。送
信ケーブルの柔らかいコードの部
分を引っ張らないでください。 

2

新しい送信ケーブルをサウンドプ
ロセッサにカチッと押し込み 
ます。

3

新しい送信ケーブルを送信コイル
にカチッと押し込みます。

4

お
手
入
れ

注意
コイルをサウンドプロセッサか
ら取り外す際は、ひねらないで
ください。
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マグネットの交換
Cochlear ™ Nucleus® CP900 シリーズのマグネットの強度は、マグ
ネットの高さを変更したり、強度の異なるマグネットと交換する
ことで調整できます。マグネットが弱すぎたり強すぎたりすると、
送信コイルが脱落したり不快感を起こすことがあります。

マグネットの強度の変更

滑り止めの付いた面を上にした状
態で、マグネットを時計回りに回
すとマグネットの強度が上がり 
ます。

1

マグネットを反時計回りに回すと
強度が下がります。

2

マグネットの交換

滑り止めの付いた面を上にした状
態で、マグネットを反時計回りに
緩めて取り外します。

1

新しいマグネットをコイルの穴に
差し込み、快適な高さまで時計回
りに回します。

2

71 ページの「サウンドプロセッサと部品」を参照してください。

注意
マグネットが強すぎたり肌に当たる場
合は、褥瘡ができる可能性があります。
何らかの不快感が生じた場合は、担当
の医師に相談してください。
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ランプと
アラーム音

 ランプ 56
 アラーム音 58
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ランプ
以下の表示ランプの一部またはすべてを表示するには、病院の先生にサウンド
プロセッサを設定してもらう必要があります。

起動/停止
ランプ 意味

     …
青色の速い点滅

テレコイル /オーディオアクセサリか
らの音声を受信中に、サウンドプロ
セッサの表示ランプが点滅します (病
院の先生が設定した場合 *)。

     …
緑色の速い点滅

マイクロホンからの音声を受信中にサ
ウンドプロセッサの表示ランプが点滅
します (病院の先生が設定した場合 *)。

 
 

  

緑色の速い点滅

起動中で、プログラムを変更していま
す。点滅回数は現在のプログラム番
号を示します。

オレンジ色の点灯
サウンドプロセッサの電源を切ってい
ます。 

ボタンのロック
ランプ 意味

 
緑色が 1 回点滅した後、
オレンジ色が 1 回点滅

サウンドプロセッサのボタンをロック
しています。

 
オレンジ色が 1 回点滅し
た後、緑色が 1 回点滅

サウンドプロセッサのボタンをロック
解除しています。

ボタンを押すと 
オレンジ色が点滅

サウンドプロセッサのボタンがロック
されています。
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ワイヤレスアクセサリ
ランプ 意味

 …

青色の速い点滅

ワイヤレスアクセサリとのペア設定が成功する
と、サウンドプロセッサの表示ランプが点滅し
ます。

     …

青色の速い点滅

ワイヤレスアクセサリからの音声を受信中に、
サウンドプロセッサの表示ランプが点滅し 
ます。

テレコイル/プラグインオーディオアクセサリ
ランプ 意味

     …

青色の速い点滅

テレコイル /プラグインオーディオアクセサリ
からの音声を受信中に、サウンドプロセッサの
表示ランプが点滅します (病院の先生が設定し
た場合 *)。

青色の遅い点滅

マイクロホンとテレコイル /プラグインオー
ディオアクセサリを切り替えています。

緑色の遅い点滅

テレコイル /プラグインオーディオアクセサリ
とマイクロホンを切り替えています。

警告
ランプ 意味

     …

オレンジ色が 

1 秒間隔で点滅

送信コイルが頭部から外れている (または誤っ
たインプラントに接続されている ) 場合、サウン
ドプロセッサの表示ランプが点滅します。

     

オレンジ色の点滅

サウンドプロセッサの充電池が電池切れです。 
電池を交換または充電池を充電してください。

オレンジ色の点灯

エラーです。病院の先生にご連絡ください。 
問題が解決するまで点灯したままになります。

* モードの詳細については、「Cochlear ™ Nucleus® CR230 リモートアシスタント取扱
説明書」を参照してください。
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アラーム音
以下のアラーム音 (パーソナル アラーム ) が聞こえるようにするには、病院の
先生にサウンドプロセッサを設定してもらう必要があります。アラーム音は装
用者にしか聞こえません。

起動/停止
アラーム音 意味

 
  
   
   
短く高いアラーム音

プログラムを変更しています。アラー
ム音の回数は選択したプログラム番
号を示します。

短く高いアラーム音 1 回

音量または感度を変更しています。

 
短く高いアラーム音  
1 回の後に、短く低い 
アラーム音 1 回

音量または感度の変更時に、音量 /感
度の上限 /下限に達したことを知らせ
ます。

ボタンのロック
アラーム音 意味

ボタンを押すと短く低い
アラーム音 1 回

サウンドプロセッサのボタンがロック
されています。

 
短く高いアラーム音 1 回
の後に、短く低いアラー
ム音 1 回

サウンドプロセッサのボタンをロック
しています。

  
短く低いアラーム音 1 回
の後に、短く高いアラー
ム音 1 回

サウンドプロセッサのボタンをロック
解除しています。
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ワイヤレスアクセサリ
アラーム音 意味

   
3 音のチャイム

ワイヤレスアクセサリと接続してストリー
ミングを開始しています。

短いアラーム音 1 回
音声のストリーミングを停止しています。

テレコイル/プラグインオーディオアクセサリ
アラーム音 意味

長く高いアラーム音
マイクロホンとテレコイル /プラグインオー
ディオアクセサリの使用を切り替えてい 
ます。

警告
アラーム音 意味

 
短く低いアラーム音 2 回

サウンドプロセッサの電池残量が少なくなり
ました。電池を交換するか充電池を充電して
ください。

         
短く低いアラーム音が  
4 秒間

電池切れのためサウンドプロセッサの電源が
切れます。電池を交換するか充電池を充電し
てください。

   
長く低いアラーム音が  
4 秒間に 4 回

一般的な不具合が発生しています。病院の先
生にご連絡ください。

低音と高音の調整 (リモートアシスタントのみ)
アラーム音 意味

大きな中程度の高さの 
アラーム音

主音量レベルを調整しています。

大きな長く高いアラーム音
高音レベルを調整しています。

 
大きな長く低いアラーム音

低音レベルを調整しています。
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アドバンス 
モード
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アドバンス 
モード
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アドバンスモード
聞こえる音の音量と感度をさらに調整できるようにするには、病院の先生にサ
ウンドプロセッサをアドバンスモードに設定してもらう必要があります。アド
バンスモードではボタンの操作方法が異なります。

2 秒間

2 秒間

短く押す

サウンドプロセッサの電
源を切る
アップボタンとダウンボタンを同時に
長押します。

プログラムの変更
ダウンボタンを長押します。

サウンドプロセッサの電
源を入れる
ダウンボタンを短く押します。
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サウンドプロセッサのボ
タンのロック /ロック解除
アップボタンとダウンボタンを同時に
短く押します。

音量 /感度の変更
音量または感度を選択して (対応する
場合 ) リモートコントロールまたはリ
モートアシスタントで調整します。 

サウンドプロセッサのボタンを使って
音量または感度を調整することもでき
ます。音量は、聞こえる音の大きさを
制御します。感度は、小さな音、背景
音、近くや遠くの音など、サウンドプ
ロセッサが拾う音の範囲を制御し 
ます。 
 
最大 10 の音量レベルまたは 21 の感度
レベルから選択できます。

テレコイル /オーディオ 
アクセサリの起動 /停止
アップボタンを長押しすると、マイク
ロホンとオーディオアクセサリが 
切り替わります。

短く押す

ダウンボ
タンを押す
と音量また
は感度が下
がります。

アップボ
タンを押す
と音量また
は感度が上
がります。

2 秒間
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トラブルシューティング 

問題 解決策

インプラント部分で、
きつい感じや不快感が
あり、皮膚の炎症が発
生する

1. コイルマグネットが強すぎるか、皮膚に当たって
いる可能性があります。弱めのマグネットに交換
してください。52 ページの「マグネットの交
換」を参照してください。

2. 問題が解消されない場合は、病院の先生にご連絡
ください。

サウンドプロセッサや
コイルが熱くなる

1. 直ちにサウンドプロセッサとコイルを頭部から取
り外し、担当の医師に相談してください。

サウンドプロセッサの
アラーム音または表示
ランプ (サウンドプロ
セッサ上部 ) の点滅の意
味が分からない

55 ページの「ランプとアラーム音」を参照して
ください。 

サウンドプロセッサの
定期チェックを行い 
たい

40 ページの「サウンドプロセッサのお手入れ」を
参照してください。

サウンドプロセッサが
音を受信しているこ
とを確認したい

1. サウンドプロセッサ上部のランプを確認します。
56 ページの「ランプとアラーム音」を参照し
てください。

2. CR230 リモートアシスタントを使用している場合
は、「状態確認」画面のサウンドメータを確認し
ます。

3. モニタイヤホンがあれば、サウンドプロセッサが
受信した音を健聴者が聴くことができます。 
20 ページの「プラグインオーディオアクセサ
リ」または「アクセサリ取扱説明書」を参照して
ください。
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問題 解決策

サウンドプロセッサの
電源が入らない / ボタン
が反応しない

1. サウンドプロセッサを再度起動させます。 
14 ページの「電源を入れる / 切る」を参照し
てください。 

2. ボタンのロックを解除します。18 ページの「電
源を入れる / 切る」を参照してください。

3. 電池を充電 /交換します。7 ページの「電池の
交換」および 10 ページの「充電池の充電」を
参照してください。

4. 電池の端子に汚れやほこりがないことを確認しま
す。42 ページの「水、砂、ほこり」を参照して
ください。

5. 問題が解消されない場合は、病院の先生にご連絡
ください。

音が聞こえない、 
または音が途切れる

1. アドバンスモードを使用している場合は、音量ま
たは感度を上げます。63 ページの「音量 / 感度
の変更」を参照してください。

2. 別のプログラムを使用してみてください。 
15 ページの「プログラムの変更」を参照して
ください。

3. 電池を充電 /交換します。7 ページの「電池の
交換」および 10 ページの「充電池の充電」を
参照してください。

4. 送信ケーブルが送信コイルのソケットにしっかり
差し込まれていることを確認します。 

5. 問題が解消されない場合は、病院の先生にご連絡
ください。

ト
ラ
ブ
ル
シ
ュ
ー
テ
ィ
ン
グ
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問題 解決策

音が小さすぎる、 
またはこもっている

1. マイクロホンカバーを交換してください。 
43 ページの「マイクロホンカバーの交換」を
参照してください。

2. アドバンスモードを使用している場合は、音量ま
たは感度を上げます。63 ページの「音量 / 感度
の変更」を参照してください。

3. 別のプログラムを使用してみてください。  
15 ページの「プログラムの変更」を参照して
ください。

4. CR230 リモートアシスタントを使用している場合
は、その他のトラブルシューティングについて取
扱説明書を参照してください。 

5. 問題が解消されない場合は、病院の先生にご連絡
ください。

音が大きすぎる、 
または聞き取りにくい

1. アドバンスモードを使用している場合、音量また
は感度を下げます。63 ページの「音量 / 感度の
変更」を参照してください。

2. 別のプログラムを使用してみてください。 
15 ページの「プログラムの変更」を参照して
ください。

3. 問題が解消されない場合は、病院の先生にご連絡
ください。

音が途切れる、ブーン
という音が聞こえる、
またはひずんだ音声が
聞こえる。

1. ラジオやテレビの電波塔、ショッピングセンター、
空港のセキュリティシステム、携帯電話など、干
渉の原因となるものがないか確認します。

2. 干渉の原因となる電気機器から離れます。
3. オートテレコイルが起動している場合がありま
す。オートテレコイルを停止します。23 ページ
の「テレコイル」を参照してください。

4. 問題が解消されない場合は、病院の先生にご連絡
ください。
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問題 解決策

ワイヤレスアクセサリ
からの音が聞こえない

1. ワイヤレスアクセサリが充電され、電源が入って
いることを確認します。

2. ワイヤレスアクセサリがサウンドプロセッサと 
ペア設定されていることを確認します。

3. ワイヤレスアクセサリの音量を確認します。
4. CR230 リモートアシスタントを使用している場合
は、サウンドメータを使用してサウンドプロセッ
サがアクセサリから音を受信していることを確認
します。

5. CR230 リモートアシスタントを使用している場合
は、アクセサリ /マイクロホンのミキシング比
率を確認して調整します。

6. 可能であれば別のサウンドプロセッサを使用して
みてください。

プラグインオーディオ
アクセサリからの音が
聞こえない

1. アクセサリケーブルがプロセシングユニットのソ
ケットにしっかり差し込まれていることを確認し
ます。

2. アクセサリケーブルのもう一方の端が音源に
しっかり差し込まれていることを確認します。

3. 音源の電源が入っており、正常に機能しているこ
とを確認します。

4. 音源の音量を確認します。
5. CR230 リモートアシスタントを使用している場合
は、サウンドメータを使用してサウンドプロセッ
サがアクセサリから音を受信していることを確認
します。

6. CR230 リモートアシスタントを使用している場合
は、アクセサリ /マイクロホンのミキシング比
率を確認して調整します。

7. 可能であれば別のサウンドプロセッサを使用して
みてください。

ト
ラ
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ル
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問題 解決策

テレコイルが自動的に
起動しない

1. CR210 リモートコントロールまたは CR230 リモー
トアシスタントを使用している場合、オートテレ
コイルが起動していることを確認します。

2. 音声が聞こえるまで待ちます。オートテレコイル
が起動していれば、音声を検出するとスタンバイ
から受信中に切り替わるはずです。

3. サウンドプロセッサにオートテレコイルが有効に
設定されているかどうか、病院の先生にご確認く
ださい。

4. サウンドプロセッサのアップボタンを押してテレ
コイルを手動で起動します。23 ページの 
「テレコイル」を参照してください。

サウンドプロセッサの
設定を誤って変更して
しまった

1. CR230 リモートアシスタントを使用している場合
は、サウンドプロセッサの設定をリセットします。

2. CR230 リモートアシスタントを使用していない場
合は、病院の先生にご連絡ください。

サウンドプロセッサが
濡れてしまった

1. 柔らかい布で水分を拭き取り、マイクロホンカ
バーを取り換えて、コクレア社が提供する乾燥用
キットに入れて 8 時間保管してください。 
42 ページの「水、砂、ほこり」を参照してく
ださい。

サウンドプロセッサの
電源が自動的に切れる

1. 「自動電源オフ」が有効になっているかどうか病
院の先生にご確認ください。この機能が有効に
なっている場合、サウンドプロセッサがインプ
ラントに接続されていない状態が 2 分を超えると
サウンドプロセッサの電源が切れます。

2. 充電池または空気亜鉛電池を交換します。 
7 ページの「電 池 の 交 換」または 11 ページ
の「使い捨て電池の交換」を参照してください。
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問題 解決策

サウンドプロセッサの
電源が切れない

1. 正しいボタンを押しているか確認します。 
14 ページの「電源を入れる / 切る」を参照し
てください。

2. サウンドプロセッサがロックされていないことを
確認します。18 ページの「ボタンのロック / ロッ
ク解除」を参照してください。

3. 電池モジュールをプロセシングユニットから外し
ます。7 ページの「電池の取り外し」を参照し
てください。

LiteWear ケーブルの使
用時にサウンドプロ
セッサが機能しない

1. LiteWear ケーブルが電池モジュールとサウンドプ
ロセッサに正しく接続されていることを確認し 
ます。 

2. サウンドプロセッサを再度起動します。
3. 電池の端子に、汚れ、ほこり、腐食がないことを
確認します。 

充電器の表示ランプは
充電完了を示している
のにまだ充電が続いて
いる

フル充電された充電池の充電サイクルはとても短い
ため、これで充電池が損傷することはありません。

充電器の表示ランプが 
オレンジ色に点滅して
いる

1. 充電池のみが充電器に接続されていることを確認
します。

2.  充電池を交換します。

使い捨て電池が通常よ
り早く減る 

1. スタンダード型 (保護ロック付き電池モジュー
ル ) のすべての接続部分と部品を清掃します。

2. プロセシングユニットのすべての接続部分を清掃
します。

3. 送信コイルを新しい送信コイルに交換します。
4. 問題が解消されない場合は、病院の先生にご連絡
ください。

ト
ラ
ブ
ル
シ
ュ
ー
テ
ィ
ン
グ
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警告
保護者と介助者の方へ

• サウンドプロセッサカバーと送信
コイルカバーは子どもに適さない
場合があります。取り外し可能な部
品は、紛失または誤飲による窒息の
危険性があります。 

• 乾燥用キットの化学薬品は、乳幼児
の手の届かない場所に保管してく
ださい。この薬品を飲み込むと、身
体に重大な損傷を与える恐れがあ
ります。 

• システムの取り外し可能な部品 (た
とえば Snugfit、Mic Lock) は紛失また
は誤飲による窒息の危険性があり
ます。 

• 保護者や介助者の方が、長いケーブ
ル (送信コイルまたはアクセサリの
ケーブルなど ) の使用時に目を離す
と、首が絞まってしまう恐れがある
ことにご注意ください。

• 子どもが使用するケーブルは、すべ
て衣服に固定されていることを確
認してください。

• 不快感や痛みがある場合 (たとえば
機器が熱くなる、音があまりに大き
いなど ) は、直ちにサウンドプロ
セッサと送信コイルを取り外し、病
院の先生にご連絡ください。介助者
は、過熱の兆候がないか、定期的に
機器を点検してください。また送信
コイルが当たる部分に不快感や皮
膚潰瘍の兆候がないかも定期的に
確認してください。 

• 大人の目の届かない所で子どもに
電池の交換をさせないでください。

• 充電器の接続部分に触れたり、大人
の目の届かない所で子どもに充電
器を使用させたりしないでくだ 
さい。

• Cochlear Nucleus CP900 シリーズのス
タンダード型 (保護ロック付き電池
モジュール ) の全部品およびボタン
電池は、子どもの手の届かない所に
置いてください。取り外し可能な部
品は、紛失または誤飲による窒息の
危険性があります。

• 固定ピン付きイヤフックの固定用
ツールと固定ピンは尖っています。
子どもに使わせないようにしてく
ださい。 
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サウンドプロセッサと部品

• この機器の改造は許可されていま
せん。 

• 音量があまりにも大きい場合は 
モニタイヤホンをすぐに外し、病院
の先生にご連絡ください。 

• マグネットが強すぎたり肌に当た
る場合は、送信コイルが当たる部分
に皮膚潰瘍ができる可能性があり
ます。この部分でこのような症状ま
たはこの部位に不快感を感じた場
合は、病院の先生にご連絡くだ 
さい。 

• 近くで大きな騒音がある場合は、不
快感を避けるため、音量を上げ過ぎ
ないでください。 

• 機器またはアクセサリを体内 (鼻や
口の中など ) に入れないでくだ 
さい。

• サウンドプロセッサまたは部品が
イヤフックやジュエリー (イヤリン
グなど ) に引っかかったり、機械に
巻き込まれないようにしてくだ 
さい。 

警
告

• 送信コイルが肌に触れている時に、
継続的に送信コイルに圧力をかけな
いでください (送信コイルを下にし
て眠る、きつい帽子を被るなど ) 。

• LiteWear 装用スタイルの場合、電池
モジュールを肌着に取り付けたり、
ポケットに入れたりしないでくだ
さい。

• サウンドプロセッサまたは部品を
家庭用電気機器 (電子レンジ、乾燥
機など ) に入れないでください。 

• サウンドプロセッサを改造しない
でください。改造した場合、保証は
無効になります。 

• 短波長紫外線 (UVC) ランプ付きの乾
燥用キット (たとえば Freedom 用ド
ライ＆ストア ) は使用しないでくだ
さい。 

• 予備のマグネットは安全な場所に、
磁気帯付きのカード (クレジット
カードや乗車券など ) から離して保
管してください。 

• アドバンスモードをご使用の場合 – 
音量を頻繁に調整しなくてはなら
ない場合や、音量を調整すると聴き
づらくなる場合には、病院の先生に
ご相談ください。 
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電池

• 使用済み電池は、地域の規制に従っ
てすみやかかつ慎重に廃棄してく
ださい。子どもの手の届かない所に
置いてください。

• 空気亜鉛電池は充電しないでくだ
さい。

• 電池を分解または変形させたり、水
に漬けたり、焼却処分したりしない
でください。

• 空気亜鉛電池は 2 個同時に、必ず 
コクレア社が提供または推奨する
高出力の空気亜鉛電池と交換して
ください。コクレア社は、人工内耳
用に設計された p675 空気亜鉛電池
の使用を推奨します。酸化銀電池ま
たはアルカリ電池は使用しないで
ください。

• 製造業者、ブランド、タイプ、経過
年数、または前回の用途が異なる空
気亜鉛電池を混ぜないでください。

• 電池は正しく差し込んでください。 

• 充電池と充電器は、必ずコクレア社
が提供または推奨するものを使用
してください。他の電池または充電
器の使用は、損害またはけがの原因
となる恐れがあります。

• ご使用前に充電池を充電してくだ
さい。 

• 電池をショートさせないでください 
(たとえば、電池の端子同士を接触
させたり、電池を裸のままポケット
に入れたりしないでください )。

• 未使用の電池は販売時のパッケー
ジのまま清潔で乾燥した場所に保
管してください。サウンドプロセッ
サを使用していない時は、空気亜鉛
電池または充電池を取り出して、清
潔で乾燥した場所に別々に保管し
てください。電池が汚れた時は清潔
で乾いた布で拭いてください。 

• 電池を熱にさらさないでください 
(たとえば、直射日光の当たる所、
窓の側、車の中などに電池を置かな
いでください )。 

• 破損または変形している電池を使
用しないでください。電池から液が
漏れて肌や目に触れた場合は、水で
洗い流してから直ちに医師の診
察を受けてください。

• 電池を絶対に口に入れないでくだ
さい。飲み込んだ場合は、病院の先
生に連絡するか、最寄りの医療施設
にお問い合わせください。 
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警
告

その他の情報
ワイヤレス通信接続

リモートコントロールまたはリモート
アシスタントのワイヤレス通信接続
は、GFSK (Gaussian Frequency Shift Keying) 
を 5 つのチャンネルを使用して、 
2.4 GHz ISM 帯域で行います。この接続
には、独自の双方向通信プロトコルが
使用され、サウンドプロセッサから 2 
メートル以内の距離で操作できます。
干渉が発生した場合、ワイヤレス通信
接続は、5 チャンネルの中で最も干渉
の影響が低いものに切り替わります。
サウンドプロセッサが操作範囲内にな
い場合や、干渉によって接続が妨害さ
れた場合には、リモートコントロール
またはリモートアシスタントのディス
プレイに表示されます (詳細について
は該当のリモート機器の取扱説明書を
参照 )。

物理構成

プロセシングユニットは、以下で構成
されます。
• 音声受信用無指向性 (全指向性 )  
マイクロホン 2 個

• 電話、ネックループ、室内磁気ルー
プから放射される磁場を受信する
内蔵テレコイル

• デジタル信号処理 (DSP) と双方向ワ
イヤレス通信機能を備えたカスタ
ムなアナログおよびデジタル集積
回路

• サウンドプロセッサの機能または
問題を示す 3 色の視覚表示

• 主要機能の操作を可能にする 2 個の
ボタン

• CP910 のみ – 接続用カスタム 4 ピン
アクセサリコネクタ 

• 送信ケーブル接続用カスタム 4 
ピン送信コイルコネクタ 

• 各種イヤフック

電池は、サウンドプロセッサに電力を
供給します。送信コイルは、エネルギー
とデータをインプラントに転送する変
成器結合として機能します。
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材質

• プロセシングユニット : 共重合ポリ
エステル

• 電池モジュール (全タイプ ) は共重
合ポリエステル製です。

• 送信コイルはポリプロピレン (PP)、
熱可塑性エラストマー (TPE) 製です。

• マグネットケーシングはアクリロ
ニトリル・ブタジエン・スチレン 
(ABS 樹脂 ) 製です。

• 送信ケーブル被覆はポリ塩化ビニル 
(PVC) 製です。

• 送信ケーブルプラグは PP および TPE 
製です。

• LiteWear ケーブルはポリエステル、
TPE および PVC (送信ケーブルと同
構造 ) 製、被覆は PVC 製、プラグ /
ストレインリリーフは PP および TPE 
製です。

• LiteWear 接続シュー部分は共重合ポ
リエステル製です。

• LiteWear ケースはポリアミド樹脂製
です。

• LiteWear 用アクセサリクリップはポ
リカーボネート製です。

• サウンドプロセッサカバーはポリ
スチレンおよびポリカーボネート
製です。

• 送信コイルカバーはポリカーボ
ネート製です。

電池寿命、充電サイクル 
および耐用期間

• 電池寿命とは、空気亜鉛電池の交換
または充電池の充電が必要となる
までの機器が動作する時間を意味
します。

• 充電池の充電サイクルとは、1 回の
フル充電と放電を意味します。

• 充電池の耐用期間とは、充電池の電
池寿命が低下して、機器の動作する
時間が当初のフル充電時の 80% と
なるまでの充電サイクルの合計
数を意味します。
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製品構成部品寸法 ( 標準値 )

構成部品 長さ 幅 厚さ 直径

CP910 プロセシングユ
ニットに中サイズのイヤ
フックおよびスタンダー
ド充電池を接続した場合

51.3 mm 9.0 mm 47.7 mm なし

CP920 プロセシングユ
ニットに中サイズのイヤ
フックおよびコンパクト
充電池を接続した場合

39.1 mm 9.0 mm 47.7 mm なし

スタンダード型 28.0 mm 9.0 mm 19.0 mm なし

コンパクト 
充電池

19.0 mm 9.0 mm 19.0 mm なし

スタンダード 
充電池

28.0 mm 9.0 mm 19.0 mm なし

送信コイル なし なし 8.0 mm 30.8 mm
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重量 ( 標準値。重量はすべて中サイズのイヤフック付きで計量 )

構成部品 重量

CP910 プロセシングユニット (電池モジュールなし ) 5.7g

CP920 プロセシングユニット (電池モジュールなし ) 5.0g

CP910 プロセシングユニットにコンパクト充電池を接続した場合 10.5g

CP910 プロセシングユニットにスタンダード充電池を接続した 
場合

13.0g

CP910 プロセシングユニットにスタンダード型電池モジュールを
接続した場合 (空気亜鉛電池 2 個を含む )

12.8g

CP920 プロセシングユニットにコンパクト充電池を接続した場合 9.8g

CP920 プロセシングユニットにスタンダード充電池を接続した 
場合

12.4g

CP920 プロセシングユニットにスタンダード型電池モジュールを
接続した場合 (空気亜鉛電池 2 個を含む )

12.1g

送信コイル (マグネットなし ) 4.5g
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動作特性
プロセシングユニット

特性 値 /範囲

音声入力周波数範囲 100 Hz ～ 8kHz

ワイヤレス技術 専用の低電力双方向ワイヤレス接続

無線周波数 2.4 GHz

動作時電圧 2.00 V ～ 4.25 V

消費電力 20 mW ～ 100 mW

充電サイクル 室温で 365 回の充電 /放電サイクル後に 
80% 以上の容量

ボタン機能 サウンドプロセッサの起動 /停止、テレコイ
ル /オーディオアクセサリの起動 /停止、プ
ログラムの変更、ボタンのロック /ロック 
解除、感度または音量の変更

ワイヤレス通信の範囲 最大 2 メートル

電池モジュール

タイプ 容量 /電圧範囲

スタンダード型 PR44 (空気亜鉛 ) ボタン電池 2 個。各 1.45 V 
(公称 )コクレア社は、人工内耳用に設計さ
れた p675 空気亜鉛電池の使用を推奨し 
ます。

コンパクト充電池 120 mAh/ 3.0 V ～ 4.2 V

スタンダード充電池 205 mAh/ 3.0 V ～ 4.2 V

送信コイル

特性 値 /範囲

動作時電圧 2.0 V ～ 2.6 V

動作時周波数 5 MHz
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環境条件

条件 最小値 最大値

保管および輸送時の温度 -10°C (14°F) +55°C (131°F)

動作時の温度 +5°C (41°F) +40°C (104°F)

動作時の相対湿度 0% RH 90% RH

動作時の気圧 700 hPa 1030 hPa

環境保護

サウンドプロセッサには、電気 /電子
機器の廃棄に関する EC 指令 2002/96/EC 
の対象である電子部品が含まれてい 
ます。 
環境保護のため、分別していない家庭
ごみと一緒にサウンドプロセッサまた
は電池を廃棄しないでください。 
サウンドプロセッサは、各地域の規制
に従ってリサイクルしてください。

スタンダード型

サウンドプロセッサで使用する空気亜
鉛電池については、電池製造業者の推
奨動作条件を確認してください。
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機器の分類

サウンドプロセッサは、国際規格  
IEC 60601-1:2005「Medical Electrical 
Equipment – Part 1:General Requirements 
for Basic Safety and Essential Performance 
(医療電気機器 - パート 1: 基本的な安
全および基本重要性能に関する一般要
件 )」に記載されている、内部電源機
器タイプ B 適用部品です。

日本での無線規定遵守

本機器は、日本の電波法 ( ) お
よびその関連法 (電気通信事業法 ) に
基づいて認証されています。 
本機器を改造してはいけません (改造
した場合は技術基準適合証明番号が無
効になります )。

R
202

LSB001

韓国での無線規定遵守

警告 :本無線機器は、操作中に無線干
渉の可能性があります。

KCC-CRM-
COH-CP900
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米国連邦通信委員会 (FCC) 
およびカナダ産業省 (IC) の
規定遵守 

本機器は、米国 FCC 規定パート 15、な
らびにカナダ産業省の RSS-210 に準拠
しています。本機器の使用は、以下の 
2 つの項目を条件とします。
• 本機器によって有害な干渉が発生
しないこと。

• 本機器が外部からの干渉を許容す
ること (望ましくない動作の原因と
なるものも含む )。

コクレア社からの明示的な承認を得ず
に、本機器を改造または修正した場合
は、本機器を使用するための FCC 認可
が無効となることがあります。

本機器は、FCC 規定パート 15 に従っ
て、クラス B デジタル機器に課せられ
る制限に準拠していることが試験に
よって確認されています。これらの制
限は、本機器を住宅地域で使用した際
に有害な干渉を適正に防ぐため設けら
れています。 

本機器は、無線周波数エネルギーを発
生、使用するほか、これを放射する可
能性があります。説明書の指示に従っ
て使用しないと、無線通信に対して有
害な干渉を引き起こす原因となりま
す。ただし、特定の方法で使用した場
合に、干渉が生じないという保証はあ
りません。本機器の電源をオン /オフ
にすることによって、ラジオやテレビ
受信機が有害な干渉を受ける原因と
なっていると判明した場合には、以下
の方法で干渉を取り除くことを推奨し
ます。 

• 受信アンテナの向きや場所を変 
える。 

• 本機器と受信機の距離を離す。 

• 受信機が接続されているものとは
別のコンセントまたは回路に本機
器を接続する。 

• 販売店や、ラジオ /テレビの技術者
に相談する。

FCC ID:WTOP900
IC ID:8039A-P900
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表示記号

サウンドプロセッサおよびリモートの各構成部品およびパッケージには、以下
の記号が表示されていることがあります。

取扱説明書を参照

ラベルには表記されない、 
機器に関連する具体的な警告または注意

製造業者

欧州共同体における正式代表者

カタログ番号

シリアル番号

バッチコード

製造年月日

温度制限

湿度制限



公認認証機関番号が付いた CE 登録マーク。Active Implantable 
Medical Devices (能動型埋め込み医療機器 ) に関する指令  
90/385/EEC の要件に準拠していることを示します
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オーストラリアおよびニュージーランドでの無線規格適合証明
R
202

LSB001 日本での無線規格適合証明 (技適マーク )

KCC-CRM-
COH-CP900 韓国での無線規格適合証明

再使用禁止

医家向け

リサイクル可能な材料

コイルマーク。ペア設定の際に、リモートアシスタントまたはリ
モートコントロールのこのマークに送信コイルを当ててください
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法的事項 

本書の内容は、発行の時点ではすべて事実と相違ありませんが、仕様は予告な
く変更される可能性があります。 

© Cochlear Limited 2015

電気部品は各地域の規制に従って処分してください

リチウムイオン電池は各地域の規定に従って処分してください

タイプ B 適用部品

IP 保護等級
• 直径 1.0 mm 以上の固形異物の侵入を防ぐ。
• 水の飛沫による不具合を防ぐ。

IP 保護等級
• 直径 1.0 mm 以上の固形異物の侵入を防ぐ。
• ほこりの侵入による不具合を防ぐ。
• 一時的水没による不具合を防ぐ。
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